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技
術
の
習
得
過
程
を
考
え
直
す 

 

運
動
の
課
題
は
何
か
？ 

 

あ
な
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
左
ウ
ィ
ン
グ
で
、
鋭
い
ド

リ
ブ
ル
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
マ
ー
ク
さ
れ
な
が
ら

も
ゴ
ー
ル
左
サ
イ
ド
に
切
り
込
ん
だ
・
・
と
し
て
、
独

断
と
偏
見
で
あ
な
た
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
レ
ベ

ル
を
判
定
し
ま
す
。 

 

も
し
あ
な
た
が
一
流
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
、
「
よ
し
、

（
右
サ
イ
ド
か
ら
Ａ
が
飛
び
込
ん
で
く
る
か
ら
、
キ
ー

パ
ー
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
曲
が

る
：
こ
れ
は
お
そ
ら
く
意
識
し
て
い
な
い
）
セ
ン
タ
リ

ン
グ
・
・
も
ら
っ
た
！
」
。 

 

も
し
あ
な
た
が
二
流
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
、
「
よ
し
、

ベ
ッ
カ
ム
か
ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ォ
み
た
い
に
逃
げ
て
ゆ

く
セ
ン
タ
リ
ン
グ
・
・
い
や
ま
て
、
こ
っ
ち
は
左
サ
イ

ド
だ
！
ど
う
し
よ
う
・
・
適
当
に
エ
イ
！
・
・
あ
れ
あ

が
っ
た
！
」。 

 

も
し
あ
な
た
が
三
流
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
、
「
よ
し
、

こ
こ
で
は
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ
ク
で
セ
ン
タ
リ
ン
グ
、

え
ー
と
右
足
を
踏
み
込
ん
で
、
よ
し
、
い
い
キ
ッ
ク
・
・

あ
れ
、
ミ
ス
っ
た
！
」。 

 

さ
て
、
こ
の
た
と
え
話
に
は
、
運
動
技
術
の
「
本
質

的
規
定
」
と
「
実
体
的
規
定
」
の
二
つ
の
定
義
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
哲
学
的
な
面
倒
臭
い
表
現
で
は
、
「
能

動
的
抑
制
的
活
動
、
直
接
的
生
産
過
程
」
と
「
同
一
の

目
的
の
た
め
に
協
力
す
る
労
働
手
段
と
規
則
の
全
体

系
」
、「
意
識
的
適
用
説
」
と
「
労
働
手
段
体
系
説
」
と

の
関
係
で
す
。（
芝
田
進
午
、
人
間
性
と
人
格
の
理
論
、

青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
） 

田
辺
は
、
労
働
力
の
形
成
と
し
て
「
本
能
‐
習
能
‐

技
能
‐
技
術
」
の
四
段
階
で
の
目
的
と
手
段
に
対
す
る

意
識
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
（
田
辺
振
太
郎
、

技
術
論
、
青
木
書
店
、
一
九
六
〇
年
） 

 

そ
し
て
、
神
経
生
理
学
的
表
現
で
は
「
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
」
と
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
表
現
と
な
り
、

「
大
脳
基
底
核
‐
連
合
皮
質
」
と
「
大
脳
皮
質
運
動
野
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
山
崎
健
、
ス
ポ
ー
ツ
技

術
の
研
究
は
何
に
貢
献
す
る
の
か
、「
ル
ー
ル
・
技
術
・

記
録
」、
創
文
企
画
、
一
九
九
三
年
） 

 

つ
ま
り
、
運
動
習
熟
が
完
成
さ
れ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
で

は
「
目
的
の
意
識
」
の
み
で
、
「
手
段
に
対
す
る
意
識

的
統
制
」
は
薄
ら
ぐ
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
流
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
動
作
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
最
中
な
の
で
、
「
や
り
方
を
覚
え
る
」
の
に
手
一
杯

で
「
使
い
方
」
ま
で
は
意
識
が
回
ら
な
い
・
・
キ
ッ
ク

動
作
の
実
行
に
集
中
し
て
い
て
「
適
切
な
セ
ン
タ
リ
ン

グ
を
あ
げ
る
」
と
い
う
段
階
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。 

 

阪
南
大
学
の
須
佐
徹
太
郎
先
生
は
、
こ
の
「
サ
イ
ド

に
切
り
込
ん
で
い
っ
て
か
ら
の
カ
ー
ブ
す
る
セ
ン
タ

リ
ン
グ
」
を
実
現
す
る
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
教
科
書
的
」

な
や
り
方
で
は
絶
対
に
だ
め
で
、
「
股
関
節
か
ら
の
身

体
の
使
い
方
」
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

京
都
大
学
の
小
田
進
午
先
生
は
、
「
中
心
軸
感
覚
」
と

「
二
軸
（
左
右
の
股
関
節
）
感
覚
」
と
い
う
表
現
を
し

て
い
ま
す
。
（
小
田
進
午
、
運
動
科
学
、
丸
善
、
二
〇

〇
三
年
） 

 

つ
ま
り
、
習
得
対
象
の
動
作
を
「
認
識
す
る
段
階
」

と
合
理
的
な
動
作
を
「
習
得
す
る
段
階
」
と
習
得
し
た

動
作
を
状
況
に
応
じ
て
「
使
う
段
階
」
と
で
は
そ
れ
ぞ

れ
で
「
課
題
」
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

何
を
分
析
し
て
い
る
の
か
？ 

 

最
近
の
運
動
経
過
の
分
析
方
法
は
急
速
に
発
展
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
る
複
数
の
高
速
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

と
床
反
力
を
分
析
す
る
シ
ス
テ
ム
の
普
及
で
、
一
万
円

程
の
経
費
で
、
運
動
の
任
意
の
方
向
か
ら
の
再
生
（
擬

似
人
体
画
像
）
や
関
節
ご
と
の
屈
曲
伸
展
速
度
や
力
の

作
用
方
向
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

例
え
ば
、
前
述
の
「
カ
ー
ブ
す
る
セ
ン
タ
リ
ン
グ
」

の
キ
ッ
ク
動
作
が
、
股
関
節
～
膝
関
節
～
足
関
節
の
そ

れ
ぞ
れ
で
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
な

力
の
発
揮
の
さ
れ
方
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
「
発
揮
の
さ
れ
方
」
が
分
析

さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
「
力
の
入
れ
方
」
が
解
明
さ
れ
た
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わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
私
た
ち
の
脳
（
大
脳
皮
質
運
動
野
）
か
ら
の
運
動
司

令
は
、
関
節
ト
ル
ク
と
い
う
「
力
と
速
度
」
に
よ
く
対

応
し
て
お
り
、
関
節
角
度
（
そ
の
集
合
体
と
し
て
の
フ

ォ
ー
ム
も
？
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
（
川
人
光
男
、
運
動
軌
道
の
形
成
、
伊
藤
・
佐
伯

編
「
認
識
し
行
動
す
る
脳
」、
東
大
出
版
会
、 

一
九
八

八
年
） 

 

ま
た
、
運
動
に
関
わ
る
感
覚
性
入
力
の
神
経
伝
導
速

度
は
極
め
て
速
い
（
三
〇
～
一
二
〇
ｍ
／
秒
）
も
の
で
、

言
語
的
確
認
（
発
音
過
程
）
の
時
間
と
の
ズ
レ
（
し
ゃ

べ
っ
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
感
覚
的
（
操
作
的
）
尺
度
の
「
ツ
っ
と
き
た
時

に
ハ
ッ
と
ま
っ
と
い
て
グ
イ
ー
ン
と
跳
ぶ
ん
だ
よ
」
と

い
う
表
現
と
、
言
語
的
（
記
述
的
）
尺
度
の
「
膝
を
〇
・

一
六
～
〇
・
二
〇
秒
間
だ
け
四
三
～
四
五
度
に
曲
げ
て

お
い
て
〇
・
七
～
〇
・
九
秒
の
間
に
最
大
跳
躍
の
七
二

～
七
八
％
で
」
と
の
学
術
論
文
的
表
現
と
の
ズ
レ
も
生

じ
ま
す
。
（
山
崎
健
、
運
動
の
で
き
な
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
探
る
、
新
潟
体
育
学
研
究 

第
七
巻
、
一
九
八
八
年
） 

小
脳
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
伊
藤
正
男
先
生
は
、

大
脳
皮
質
運
動
野
へ
の
電
気
刺
激
で
は
「
誰
か
が
腕
を

動
か
し
た
」
と
感
じ
る
の
に
対
し
て
視
床
下
部
へ
の
電

気
刺
激
で
は
「
腕
が
動
き
た
が
っ
た
」
と
感
じ
る
と
い

う
ウ
ォ
ー
ド
の
興
味
あ
る
報
告
を
引
用
し
て
い
ま
す
。

（
伊
藤
正
男
、
随
意
運
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
脳
の
設
計

図
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
） 

 

つ
ま
り
「
走
る
」
と
い
う
運
動
司
令
は
、
「
足
関
節

と
膝
関
節
と
股
関
節
と
・
・
え
ー
と
そ
れ
の
右
足
の
・
・

ど
う
す
る
ん
だ
っ
け
？
」
で
は
な
く
、
「
ビ
ュ
ー
ン
と

走
る
」
と
か
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
走
る
」
と
い
っ
た
「
一

ま
と
ま
り
の
性
質
を
持
つ
動
作
（
系
）
」
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
お
と
ぎ
話
の
鬼
の
お
な
か
の
「
く
し
ゃ

み
」「
泣
く
」「
笑
う
」
と
い
っ
た
紐
み
た
い
で
、
グ
ン

と
引
く
と
大
笑
い
、
二
つ
を
軽
く
引
く
と
泣
き
笑
い
だ

っ
た
り
し
て
・
・
・
面
白
い
で
す
ね
。 

 

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
身
体
構
造
が
、
骨
と
骨
と
が
関

節
で
つ
な
が
り
筋
肉
が
関
節
を
曲
げ
伸
ば
し
し
て
運

動
が
お
こ
る
際
の
「
膨
大
な
自
由
度
の
制
御
」
か
ら
考

え
て
も
合
理
的
な
解
釈
で
す
。
（
山
崎
健
、
ス
ポ
ー
ツ

動
作
を
知
ろ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ
ば 

三
六
九
号
、

二
〇
〇
四
年
） 

 

「
○
◎
す
る
よ
う
に
△
▲
し
て
み
よ
う
」
と
う
い
う

比
喩
的
表
現
や
最
近
注
目
の
「
古
武
術
」
「
な
ん
ば
」

な
ど
が
動
き
の
改
善
に
関
わ
る
こ
と
と
も
関
連
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
京
大
の
小
田
先
生
の
提
唱
す

る
「
二
軸
感
覚
」
も
、
こ
の
「
分
析
さ
れ
た
動
作
」
と

そ
れ
を
生
み
出
す
「
動
作
感
覚
」
と
の
ズ
レ
を
指
摘
し

『
翻
訳
』
の
必
要
性
を
説
き
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
動
作
分
析
の
計
算
は
、
重
心
を
一
個
で

計
算
す
る
「
中
心
軸
」
の
方
が
簡
単
で
「
二
軸
」
に
す

る
と
膨
大
な
計
算
量
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の

感
覚
は
そ
の
膨
大
さ
を
処
理
す
る
「
え
え
か
げ
ん
さ

（
冗
長
度
）
」
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
個
々
の

経
験
は
異
な
り
ま
す
の
で
当
然
他
人
に
は
理
解
で
き

な
い
よ
け
い
な
「
雑
音
（
方
言
）
」
も
含
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 

一
定
の
レ
ベ
ル
（
運
動
能
力
や
技
術
）
を
ク
リ
ア
し

な
い
と
成
立
し
な
い
「
禅
問
答
」
の
よ
う
な
コ
ー
チ
ン

グ
や
芸
事
の
「
口
伝
」
な
ど
も
こ
の
こ
と
と
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ 

東
大
の
佐
々
木
正
人
先
生
は
、
認
知
心
理
学
で
最
近

話
題
の
生
態
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
な
か
で
、
ソ
ム
リ
エ

や
聴
香
師
な
ど
の
「
わ
ざ
」
に
関
わ
っ
て
の
「
知
覚
シ

ス
テ
ム
の
束
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
初
期
の
認
知
科
学
の
「
情
報
処
理
モ
デ
ル
」
（
刺

激
が
頭
の
中
で
加
工
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
情
報
）
に

対
置
す
る
ギ
ブ
ソ
ン
の
「
生
態
学
的
認
識
論
」
（
周
囲

に
あ
る
環
境
に
情
報
（
持
続
・
面
の
配
置
と
変
化
・
面

の
変
化
）
を
「
探
索
す
る
」
こ
と
）
を
示
し
、
「
生
態

学
的
価
値
」
と
し
て
の
身
体
に
と
っ
て
の
「
意
味
」
や

「
価
値
」
、「
す
る
抜
け
ら
れ
る
す
き
間
」「
上
れ
る
段
」

「
つ
か
め
る
距
離
」
と
し
て
の
「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」

の
概
念
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 
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そ
し
て
、
上
位
か
ら
の
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

「
古
典
的
な
運
動
制
御
モ
デ
ル
」
に
対
し
て
「
こ
の
モ

デ
ル
は
現
在
で
も
、
運
動
の
制
御
を
考
え
る
わ
れ
わ
れ

の
常
識
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
や

っ
か
い
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。」
と
し
、「
ベ
ル
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
問
題
（
膨
大
な
自
由
度
の
制
御
と
動
作
の
文

脈
依
存
性
）」
の
存
在
を
指
摘
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
リ
ー
の
「
光
学
的
流
動
（
オ
プ
テ
ィ
カ
ル･

フ
ロ
ー
）
」
と
視
覚
情
報
「
タ
ウ
（
τ
）
」
に
つ
い
て
、

行
為
の
制
御
に
利
用
さ
れ
て
い
る
視
覚
情
報
で
、
光
の

流
動
に
直
接
知
覚
で
き
る
「
接
触
ま
で
の
残
り
時
間
」

（
「
衝
突
・
接
触
」
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
）、
未
来
に
起

こ
る
行
為
の
「
結
果
」
に
つ
い
て
の
予
見
的
情
報
の
概

念
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
ギ
ブ
ソ
ン
学
派
の
身
体
運
動
の
研
究
は
、

常
に
『
従
来
の
』
と
い
う
枕
詞
が
つ
い
て
は
い
る
も
の

の
、
中
枢
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
制
御

の
概
念
」
に
対
し
て
大
き
な
一
石
を
投
じ
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木
正
人
、
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
‐
新
し
い
認
知
の

理
論
‐
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
） 

多
賀
は
、
運
動
の
自
己
組
織
化
の
問
題
に
つ
い
て
、

ギ
ブ
ソ
ン
学
派
の
生
態
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
じ
ロ

ジ
ッ
ク
で
、
環
境
と
の
相
互
作
用
で
「
競
合
と
折
り
合

い
」
を
つ
け
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
情

報
の
相
互
作
用
に
よ
り
動
作
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
自
体
の

働
き
が
文
脈
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
運

動
が
自
己
組
織
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
「
神
経
系
＝
制
御
系
、
身
体
＝
被
制

御
系
、
環
境
＝
外
乱
」
と
い
う
『
従
来
の
定
式
』
に
対

し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
要
素
を
足
し
合
わ
せ
て
も
シ
ス
テ

ム
全
体
の
性
質
の
決
ま
ら
な
い
「
非
線
形
性
」
と
い
う

概
念
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
歩
行
の
神
経
筋
骨
格
系
モ

デ
ル
を
示
し
ま
し
た
。
（
多
賀
厳
太
郎
、
歩
行
に
お
け

る
脳
と
環
境
の
強
結
合
、
「
脳
と
身
体
の
動
的
デ
ザ
イ

ン
‐
運
動
・
知
覚
の
非
線
形
力
学
と
発
達
‐
」
、
金
子

書
房
、
二
〇
〇
二
年
） 

 

用
具
の
変
化
と
運
動
様
式
の
変
容 

 

こ
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
神
経
系
と

身
体
系
と
環
境
系
と
が
情
報
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
の
反
復
に
よ
り
「
強
結
合
」
を
生
み
出
し

て
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
て
運
動
課
題
を
実
現
す

る
・
・
と
い
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
用
具
が

激
変
し
た
ら
・
・
・ 

 

一
九
九
八
年
長
野
五
輪
で
は
、
史
上
最
強
の
布
陣
と

サ
ポ
ー
ト
体
制
で
臨
ん
で
き
た
日
本
チ
ー
ム
が
、
二
シ

ー
ズ
ン
前
に
登
場
し
た
「
ス
ラ
ッ
プ
ス
ケ
ー
ト
」
に
よ

り
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
強
化
策
自
体
の
見
直
し
を
迫

ら
れ
た
こ
と
（
順
調
に
進
ん
で
き
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計

画
に
、
新
た
な
技
術
的
対
応
が
求
め
ら
れ
た
）
は
象
徴

的
な
出
来
事
で
し
た
。
前
年
度
無
敵
で
あ
っ
た
堀
井
学

選
手
は
、
ス
ラ
ッ
プ
ス
ケ
ー
ト
の
「
申
し
子
」
ウ
ォ
ザ

ー
ス
プ
ー
ン
選
手
の
登
場
に
よ
り
、
自
身
の
技
術
改
造

を
含
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
技
術
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
研
究
や
開
発
、

そ
し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
り
様
々
な
材
質

が
研
究
・
開
発
さ
れ
、
そ
れ
を
素
材
と
し
た
用
具
が
誕

生
し
ま
す
。
用
具
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
劇
的
に
変
化
し
、

そ
れ
に
伴
い
技
術
的
変
化
も
進
行
し
ま
す
。
「
長
さ
の

規
制
（
短
す
ぎ
）
の
あ
る
一
六
〇
㎝
以
下
の
ス
ラ
ロ
ー

ム
競
技
用
の
ス
キ
ー
」
な
ぞ
は
数
年
前
に
は
考
え
も
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

ニ
ュ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
の
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
登
場

の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
、
パ
ラ
レ
ル
タ
ー
ン
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
悩
ん
で
い
た
「
中
級
ス
キ
ー
ヤ
ー
」
だ
と
思

図は，M.T. Turvey，P.N. Kugler：AN ECOROGICAL APPROACH 

TO  PERCEPTION AND ACTION ， (In H.T.A. Whiting 

Ed.  ”Human Motor Action Bernstein Reassessed”） pp.375 “A 

small sample of the meaningful problems that the surrounding 

layout of surface poses for locomoting animal.” 
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い
ま
す
。
タ
ー
ン
を
始
動
す
る
た
め
の
情
報
や
カ
ー
ビ

ン
グ
感
覚
の
情
報
量
が
格
段
に
増
加
し
た
た
め
、
カ
ー

ビ
ン
グ
タ
ー
ン
の
動
作
習
得
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
す
ぐ
転
倒
す
る
点
は
、
「
姿
勢
制
御
」
と
い

う
別
系
統
な
の
で
相
変
わ
ら
ず
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
（
・
・
タ
ー
ン
に
手
間
取
っ
て
転
倒
す
る
こ
と

は
減
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
予
想
以
上
の
タ
ー
ン
が
生

じ
て
転
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
） 

ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
「
五
年
若
返
っ
た

す
べ
り
が
で
き
る
」
と
の
感
想
で
す
。 

と
な
る
と
、
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
も
、
短
く
て
操
作

し
や
す
い
初
心
者
用
、
ズ
レ
感
覚
（
ス
キ
ッ
ド
系
技
術
）

を
つ
か
み
易
い
初
級
者
用
、
カ
ー
ビ
ン
グ
感
覚
が
習
得

容
易
な
中
級
者
用
な
ど
と
揃
え
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

技
術
指
導
の
系
統
性
の
再
構
成
が
求
め
ら
れ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

テ
ニ
ス
の
ト
レ
ト
ン
社
は
、
二
〇
年
以
上
前
か
ら
コ

ー
ト
サ
イ
ズ
を
含
め
て
規
格
を
変
え
、
動
作
を
洗
練
し

て
ゆ
く
三
段
階
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
（
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル

の
原
型
） 

用
具
を
含
む
環
境
系
の
変
化
は
、
動
作
系
に
変
容
を

生
じ
さ
せ
、
「
適
当
に
折
り
合
い
を
つ
け
」
柔
軟
に
対

応
（
解
決
）
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
わ
れ
て
み
れ
ば
、
ボ
ー
ル
の
規
格
や
空
気
圧
、
コ
ー

ト
サ
イ
ズ
や
ゴ
ー
ル
の
大
き
さ
の
変
更
が
ボ
ー
ル
ゲ

ー
ム
の
様
相
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
常
の
授
業
実

践
で
い
つ
も
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
、
教
材
と
教
具
の

検
討
と
再
考
は
い
つ
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

技
術
学
習
は
不
要
か
？ 

 

と
な
る
と
、
教
材
や
教
具
と
い
っ
た
「
環
境
系
」
を

整
え
れ
ば
、
あ
と
は
神
経
系
と
身
体
系
が
「
適
当
に
折

り
合
い
を
つ
け
て
解
決
す
る
」
の
で
、
放
っ
て
お
い
て

も
運
動
学
習
は
進
展
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ギ
ブ
ソ
ン
学
派
的
に
い
え
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
し
、
「
計
算

論
派
」
と
批
判
さ
れ
る
伊
藤
正
男
、
川
人
光
人
両
先
生

の
「
小
脳
の
自
動
学
習
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
運
動

学
習
は
進
展
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
以
下
の
面
白
い
実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ピ
ー
ド
は
ス
ト
ラ
イ
ド
（
ｍ
）
と
ピ
ッ
チ
（
歩
／

秒
）
の
積
で
決
ま
る
た
め
、
最
適
ス
ト
ラ
イ
ド
を
維
持

し
な
が
ら
い
か
に
ハ
イ
ピ
ッ
チ
で
走
る
の
か
が
重
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
さ
一
〇
㎝
の
ミ
ニ
ハ

ー
ド
ル
を
設
置
し
た
五
〇
ｍ
区
間
を
、
ハ
ー
ド
ル
と
同

じ
四
歩
一
組
で
、
な
る
べ
く
速
く
走
り
抜
け
る
一
過
性

の
ド
リ
ル
を
行
い
、
ピ
ッ
チ
の
向
上
と
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
、

接
地
動
作
の
改
善
（
腰
の
下
に
接
地
す
る
）
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
（
山
崎
健
・
斎
藤
麻
里
子
、
一
過
性
の
ド
リ

ル
に
よ
る
ス
プ
リ
ン
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
変
容
、
陸

上
競
技
紀
要 

第
一
五
巻
、
二
〇
〇
二
年
） 

 

面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
傾
向
は
一
〇
〇
ｍ
を
一
〇
秒

台
で
走
る
ス
プ
リ
ン
タ
ー
群
に
顕
著
に
見
ら
れ
、
長
距

離
選
手
群
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

長
距
離
選
手
群
も
、
こ
の
ド
リ
ル
を
２
週
間
ほ
ど
継
続

す
る
と
同
様
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
一
過
性
（
同

一
日
）
で
は
顕
著
な
効
果
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
ス
プ
リ
ン
タ
ー
群
は
、
日
に
よ
っ
て
五
〇
ｍ

走
の
タ
イ
ム
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
ス
ピ
ー
ド
と
ス
ト

ラ
イ
ド
、
ス
ピ
ー
ド
と
ピ
ッ
チ
の
相
関
係
数
が
微
妙
に

異
な
っ
て
い
ま
す
。
（
ス
ト
ラ
イ
ド
と
の
関
係
が
よ
り

強
い
日
も
あ
れ
ば
ピ
ッ
チ
と
の
関
係
が
よ
り
強
い
日

も
あ
る
） 

 

で
す
か
ら
、
ス
プ
リ
ン
タ
ー
群
は
、
そ
の
日
の
体
調

や
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
に
応
じ
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
対
応
を

可
能
に
す
る
「
ス
プ
リ
ン
ト
走
の
内
部
モ
デ
ル
」
を
持

っ
て
お
り
、
長
距
離
選
手
群
は
そ
の
モ
デ
ル
が
な
い
た

め
、
一
過
性
の
ド
リ
ル
で
は
顕
著
に
改
善
さ
れ
な
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
川
人
光
人
先
生

は
、
運
動
学
習
に
お
け
る
小
脳
で
の
「
内
部
モ
デ
ル
」

と
「
実
際
の
運
動
結
果
と
の
誤
差
」
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。 

自
転
車
運
動
で
、
最
大
酸
素
摂
取
量
の
七
〇
％
の
同

一
の
運
動
（
マ
ラ
ソ
ン
程
度
）
で
、
ペ
ダ
ル
の
回
転
数

を
一
分
八
〇
回
に
す
る
と
最
大
筋
力
の
一
一
％
出
力

で
す
む
の
に
対
し
、
一
分
四
〇
回
で
は
一
七
％
に
達
し
、

回
転
数
の
多
い
方
が
相
対
的
に
動
員
さ
れ
る
筋
群
が



学校体育研究同志会「たのしい体育・スポーツ」No.175（2005 年）pp.8-11 
 

 5

交
代
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
面
白
い
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
（
森
谷
敏
夫
、
運
動
時
の
血
流
調
節
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
加
賀
谷
・
中
村
編
「
運
動
と
循
環
」
、
Ｎ

Ａ
Ｐ
、
二
〇
〇
一
年
） 

 

つ
ま
り
、
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
、
ピ
ッ
チ
の

速
い
方
が
多
く
の
筋
線
維
を
利
用
で
き
る
こ
と
と
な

り
、
ス
ト
ラ
イ
ド
走
法
で
は
い
わ
ば
「
速
い
筋
線
維
の

力
任
せ
」
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
接
地
衝
撃
も
ピ
ッ
チ
の
速
い
方
が
少
な
い
わ
け
で

す
の
で
、
衝
撃
吸
収
に
も
使
わ
れ
て
い
る
筋
肉
へ
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

た
だ
、
短
距
離
走
と
同
様
に
ス
ピ
ー
ド
は
ス
ト
ラ
イ

ド
と
ピ
ッ
チ
と
接
地
の
仕
方
（
ス
キ
ル
）
に
よ
っ
て
相

対
的
に
決
ま
り
ま
す
の
で
、
ア
テ
ネ
五
輪
女
子
マ
ラ
ソ

ン
金
メ
ダ
ル
の
野
口
み
ず
き
選
手
の
よ
う
に
、
筋
力
強

化
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
ド
走
法
（
当
然
ピ
ッ
チ
も
そ
れ
な

り
に
速
い
）
と
い
う
戦
略
を
と
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
い
わ
ば
「
戦
略
決
定
」
の
問
題
は
、
環
境

系
を
準
備
す
る
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
神
経
系
‐
身

体
系
で
の
「
概
念
再
構
築
（
内
部
モ
デ
ル
形
成
）
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

「
技
術
の
習
得
過
程
を
考
え
直
す
」
と
い
う
こ
と
で

個
別
の
新
し
い
技
術
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
「
運
動
技
術
」
と
し
て
認
識
さ
れ

る
運
動
経
過
は
、
身
体
と
環
境
と
の
相
互
作
用
で
決
定

さ
れ
、
そ
の
実
現
に
は
感
覚
入
力
情
報
が
決
定
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。 

従
来
、
単
純
で
応
答
が
遅
い
と
思
わ
れ
て
い
た
「
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
型
制
御
」
も
、
視
覚
情
報
処
理
の
考
え

方
か
ら
は
再
考
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
「
技
術
指
導
の
系
統
性
」
と
い
う
概
念
の
中

で
は
、
運
動
の
「
自
動
学
習
性
」
や
「
自
己
組
織
化
」

の
問
題
は
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
」
や
「
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
」
の
レ
ベ
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
身
体
運
動
は
、
制
御
系
（
神
経
系
）
と
被

制
御
系
（
身
体
系
）
お
よ
び
環
境
と
の
相
互
作
用
で
具

体
的
現
実
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
の
で
「
認

識
さ
れ
た
概
念
（
系
統
性
）
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。
あ
る
段
階
で
は
「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ

っ
た
も
の
が
別
の
レ
ベ
ル
で
は
「
系
統
性
実
現
の
本

命
」
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。 

 

そ
の
意
味
で
、
外
的
客
観
的
存
在
の
「
認
識
」
と
そ

の
動
作
系
の
「
習
得
」
及
び
そ
の
内
的
主
観
的
「
適
用
」

と
の
峻
別
と
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
理
論
的
実
践
的
再

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 


